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論 文 内 容 の 要 旨 















論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 









  その結果、 RT-PCR法では、胃癌細胞株9種中7種にKLK6のmRNAレベルでの発現をみとめ、胃癌臨床検体
での検討では、腫瘍部において有意に高発現をみとめた。また、KLK6発現の程度と臨床病理学的因子との検討
 －306－
 －307－
では、高発現群では低発現群に比べ、漿膜浸潤ならびにリンパ管侵襲の頻度が高く、累積生存率は有意に低値
であった。さらに、免疫組織染色法による検討では、腫瘍部において蛋白レベルでの高発現をみとめた。一方、
RNAi法により、KLK6高発現細胞株におけるKLK6のmRNAレベルおよび蛋白レベルでの発現はともに抑制され、
かかる胃癌細胞では、親株に比して増殖能、浸潤能ともに有意に低下していた。 
  以上の結果より、KLK6は臨床的に胃癌の壁内浸潤、リンパ管侵襲および患者の予後に関わる因子であり、実
験的にも胃癌細胞の増殖能、浸潤能に関与することが示されたことから、胃癌治療における有望な標的分子の
一つであると考えられた。 
 本論文は、胃癌におけるKLK6の発現とその意義を明らかにした論文であり、また胃癌における新たな治療法
開発に寄与するものと考えられる。従って本研究は、博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定さ
れた。 
